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化粧品中のグリチルレチン酸ステアリルの分析LT189

標準溶液の分析例
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1. Stearyl Glycyrrhetinate 100 mg/L

https://www.gls.co.jp/technique/app/app_search.htmlアプリケーション検索はこちらから ・・・

グリチルレチン酸ステアリルはカンゾウ（Glycyrrhiza Glabra）の根茎から抽出して得られる甘味成分であるグリチルリ

チン酸を加水分解したグリチルレチン酸に、ステアリルアルコールをエステル結合したグリチルレチン酸誘導体です。高

い抗炎症作用を持つグリチルレチン酸にステアリルアルコールをエステル結合することで油溶性が付加されたため、化

粧品や医薬部外品の分野で汎用されています。

グリチルレチン酸ステアリルは高分子量かつ高疎水性のため、今回は高速分析に適したC8カラムを使用し分析を行

いました。また、前処理は超音波抽出・フィルターろ過のみの比較的簡便な処理で分析できましたのでご報告致します。

(S.Miura)

Conditions

System : HITACHI Chromaster

Column : InertSustainSwift C8

(3 μm, 100 x 3.0 mm I.D.)

Column Cat. No. : 5020-88437

Eluent : A) CH3CN

B) H2O

A/B = 85/15, v/v

Flow Rate : 0.6 mL/min

Col. Temp. : 40 ℃

Detection : UV 250 nm (5430 Diode Array Detector)

Injection Vol. : 5 μL

Sample : Standard

検量線

UV吸収スペクトル

構造式

Structures are created using Chemistry 4-D Draw 

which is provided by ChemInnovation Software, Inc.
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グリチルレチン酸ステアリルの分析例

前処理 1. Stearyl Glycyrrhetinate

市販の化粧品類（乳液、化粧下地）を希釈後、振とう及びろ過を行い、試料溶液としました。

 分析カラム

• InertSustainSwift C8  3 μm, 100 x 3.0 mmI.D.

Cat.No. 5020-88437

 バイアル関連製品

• スクリューバイアル 1.5 mL 100本

Cat.No.1030-51022

• セプタム付スクリューキャップ

PTFE赤/シリコン白 厚さ1.0 mm

Cat.No.1030-51222

 シリンジフィルター

• GLクロマトディスク 13P

Cat.No. 5040-28541

• プラスチックディスポーザブルシリンジ 10 mL ルアーロック型

Cat. No. 1030-55110

使用製品
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乳液

0 10 20 30
Time (min)

0
2

4
6

8
1

0
1

2
1

4
m

A
U

化粧下地
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 HPLC装置

• 日立HPLCシステム Chromaster

― エタノールで10 mLに定容

― エタノール 9 mL添加

― 超音波抽出 5min

― 振とう抽出 15min

― GLクロマトディスク13P

(0.45 μm) へ通液

― 0.25g 秤量

HPLC

試料

抽出

ろ過

試料溶液

定容

No. 品名 型番

1 オーガナイザー

2 検出器 5430

3 カラムオーブン 5310

4 オートサンプラー 5280

5 ポンプ 5160


